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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒言
　東北海域において人工魚礁を生息場とする魚類は多数あるが，その多くは生態や生活史に関する知

見が極めて少ない。そのため，それぞれの魚種の人工魚礁との生態的な関係について明らかではなく，

対象魚種の生態的特性に対応した人工魚礁の設置場所が明確ではない状況にある。本研究では，蝟集

魚の年齢，成長，成熟状態を調べることにより生活史のどの段階（季節，年）で人工魚礁が利用され
ているのかを明らかにし，魚礁性魚類の生息場としての適正条件を解明することを目的とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査方法
　1996年の調査では5月から翌年3月まで2ヶ月に1回、岩手県北部に設置されている三崎地区人工
礁漁場（水深83m）とその岸側に設置されている並型魚礁（55m）、および沖合の通称「早池根」と呼

ばれている天然礁（125m）で漁獲調査を行った．1997年は5月、7月、9月に計3回、三崎地区人工
礁、早池根および岩手県南部の御箱崎地区人工礁漁場（140m）の3箇所で漁獲調査を実施した。さら

に、1998年は5、7、9月に計3回、1997年に調査を　　　　　　　、　’・
行った3カ所のほかに、県南部に位置する天然礁の「大　　　　　　　106m　’200m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　し根」（水深130m）の計4カ所で漁獲調査を行った（図1）。　　　　　　　　　1」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　ヤ調査は岩手県水産技術センターの漁業調査船北上丸（59　　　　　八月●　　・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　ヤトン）で行い、漁具には一反の長さ40．5mの三枚網を　　　　　　　　　　、、

麟し、翌日の午前中に揚網した。また、三枚網を揚網し　

躁１カ所に10反使用した。調査では日中に三枚網を投網

た後にM－STD（アレック電子社製）により、海底付近まで水温観測を行った。
　漁獲された魚類は、実験室に持ち帰って種類別に分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　し

け、体長、体重、性別、生殖腺重量の計測を行った。　　　　　　　　　　　　覧、1

また、エゾイソアイナメ、ウスメバルおよびミギガレ　　　　　　　　．宮古。一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ノイについては年齢査定のため耳石を採取した。なお、　　　　　　天然礁大根　　　μ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　ドエゾイソアイナメの年齢査定は北川6）に、またウスメ　　　　　　　　　　　’・
バルの年齢査定は鈴木ほか9）に従った。ミギガレイで　　　　　　　　釜石●FDl御箱崎人工礁

は、耳石の表面の不透明帯を輪紋として読みとり、表　　　　　　　　　　，‘、’

面の輪紋が不鮮明な耳石については、サンドペーパで39
表面を研磨した後、輪紋を読みとった。　　　　　　　　141　　　　　　142　　　　　　143

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図1　調査点図
　　　　　　　　　調査結果
①底水温の季節的変化　　　　　　　　　　　　　　　、。

３年間の観測から底水温をみると、1996年５月には３調査点とも８℃台で、その阿児上昇して
９月には最も高くなった。９月以降は低下して３月に最低を示し、その後上昇した。しかし1997年7月に

は御箱崎人工礁と天然礁早池根では5月よりも水温が低下した。1998年はいずれの月も1996、1997年よ

り水温が低い傾向があった。1月から5月にかけては調査点間の水温差は小さいが、7月および9月　　　　　　　　　　年月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図2調査点の底水温の季節変化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1一



には水温差が大きく、また水深が深い調査点ほど水温が低くなっている（図2）。

②魚種組成

　3年間の調査で54種2，152個体の魚類および頭足類が採集された（表1－3）。多く採集された魚種
は調査点によりやや異なっているが、全体としてはエゾイソアイナメ、ミギガレイ、ウスメバル、マ

ダラ、アイナメ等が多かった。調査点別にみると、県北部の並型魚礁ではミギガレイとその他の魚類

が多く、三崎人工礁ではエゾイソアイナメとミギガレイ、天然礁の早池根ではエゾイソアイナメのほ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かにウスメバルが多く漁獲された（図3）。また
　1。o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県南部の御箱崎人工礁ではマダラ、ミギガレイ、

　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エゾイソアイナメが多く、特にマダラは他の調

＿　　　　　　　　　　　　　　　　屡響集　　　　査点に較べて極めて多く漁獲された。天然礁大根　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ではエゾイソアイナメとマダラが比較的多く

 齪4。　　　　　　　　　　　　　　配ゾィソァ什メ　　漁獲された。季節的には7月ないし9月に最も

　，。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多く漁獲され、冬季は減少する傾向がみられ（図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）、岩手県南部の人工魚礁と天然礁で調査した
　。三崎人蹴　　　御襯人エ礁　　　並型鱒　　　　　　　結果5）と同様であった。
　　　　　天然礁早池根　　　　　　天然礁大根

　　　　図3　各調査点における主要魚種の漁獲割合
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　 表１　三枚網（１０反）による漁獲調査結果。1996年5月～1997年3月
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　　表２　三枚網（１０反）による漁獲調査結果。1997年５月～1997年９月
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　　　表３　三枚網（１０反）による漁獲調査結果。1998年５月～1998年９月
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が4歳以下であったのに対し、天然礁早池根では5歳以上のものの占める割合が高く、高齢魚を中心

に構成されている（図6）。この傾向は3力年とも同様であった。さらに、3年分を一括して年齢と体
長の関係をみると、天然礁のエゾイソアイナメは雌雄ともに他の調査点のものより成長が劣っている
傾向がみられる（図7）。
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　図６　エゾアイナメの年齢組成　　　　　　　　　図7　エゾアイナメの年齢と体長の関係

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　年　　齢

④ウスメバルの年齢組成

　全調査点で採集されているウスメバル

についても、体長組成と年齢組成を検討

した。3力年に採集されたものをそれぞ

れ一括した体長組成によると、並型魚礁

と三崎および御箱崎人工礁では体長
　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねムエロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にロ　ねね
230mm以下のものだけが出現したが、天
然礁早池根では体長240mm以上の大型個

体も採集された（図8）。各調査点にお

ける年齢組成をみると、天然礁早池根以
　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハコ
外の調査点で採集されたものはすべて5

歳以下であったが、早池根では6～9歳

魚も出現した（図9）。しかし、年齢と

体長の関係からはウスメバルでは、エゾ
　　　　　　　　　　　　　　　　　しる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロら
イソアイナメにみられたような、調査点
間の成長差は認められない（図10）。　こ

れらのウスメバルのG　S　I（生殖腺重量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図8　ウスメバルの体長組成
／体重×100）は、雌雄とも全て1以下
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　　　　　　図９　ウスメバルの年齢組成　　　　　　　　　　　　　図10　ウスメバルの年齢と体長の関係
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であり、これらが成魚かあるいは未成魚であるのかについては判断できない。三陸沿岸におけるウス

メバルの成熟年齢については報告がないが、日本海では満4から5歳で成熟することが知られている
（永澤私信）。したがって、早池根で採集された6歳以上の高齢魚は成魚である可能性が高い。

⑤ミギガレイの年齢組成

　ミギガレイの体長組成は調査点間で違いがみら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　むゆれる。1996年と1997年を一括したものでは、並型
魚礁のもの大型の個体が少なく、三崎人工礁と早

池根では体長17cm台にモードがみられるのに対
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
し、御箱崎人工礁では体長14cm台と17cm台にモー

ドがみられる。しかし、1998年では三崎人工礁と
御箱崎人工礁では体長14cm台、大根では体長17
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユロヨ
～18cm台にモードがみられる（図11）。また、年齢

組成については、早池根で高齢の個体が若干出現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　ぬり　エロ　　コ　　　　　　　　　　　ロしたが、年齢の範囲は調査点問で差がなく、各調
査点の年齢組成は岬人工礁を除いて1996・1997年
と1998年で異なっていた（図12）。年齢と体長の関
　　　　　＿　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　体長（mm）　　　　　　　体長（mm）
係をみても、調査点間で差がみられなかっ為（図　　　　　　　図11　ミギガレィの体長組成

13）。このように、ミギガレイではエゾイソアイ

ナメやウスメバルで認められた調査点間での違いは認められなかった。
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肌　　　　　　　　　　　　　　．。　　　　　　　　　　　　　　　　図13ミギガレイの年齢と体長の関係
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　　　　年　齢　　　　　　　　　　　　　　　年　齢　　　　　　　30　　　　　　　　　　　　　御箱崎人工礁

　　　　　　　　図12ミギガレイの年齢組成
　　　　　　　　　　　　　　　
⑥マダラの体長組成　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マダラは御箱崎人工礁、早池根および大根で漁獲され、
これらの3カ所のマダラの体長範囲は大差はなかった。

マダラの成長様式から考えて1）、漁獲されたマダラの大

部分は1歳魚と2歳魚と推定される。各調査点の漁獲尾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数は早池根が3年間の調査において43個体で、大根が1
年の調査で35個体であったが、御箱崎人工礁では2年
間の調査で302個体が漁獲された（表1、2、3）。

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図14　マダラの体長組成（1996－1998年）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　考察
3年間の調査において多く漁獲されたのは、エゾイソアイナメ、ミギガレイ、マダラ、ウスメバルおよびアイ

ナメ等であり、これら5種で全体の約74％を占めた。各調査点で多く漁獲された種は、並型魚礁ではミギガ

レイ、三崎人工礁ではエゾイソアイナメとミギガレイ、早池根ではエゾイソアイナメとウスメバル、御箱崎人工

礁ではマダラとミギガレイ、大根ではエゾイソアイナメとマダラである。

エゾイソアイナメは早池根において、成長が劣っていることが本研究で明らかになった（図7）。水深が近い

大根や御箱崎人工礁ではこのような成長の遅滞は認められず、水深がその要因とは考えられない。早池

根は岩手県北部に位置するため、親潮第1分枝の影響をより受けやすく、水温が低いことにより成長遅滞

が起こることが考えられるが、1997年7月と9月は御箱崎人工礁の方が水温が低い。岩手県沿岸に生息す

るエゾイソアイナメは性成熟の進行に伴って他の海域へ回遊し3）、卵稚仔の分布から産卵場は相模湾～伊

豆諸島周辺と考えられている4）。したがって、エゾイソアイナメにとって岩手県沿岸は生育場である。早池根

でみられた本種の成長遅滞の原因は不明であるが、少なくとも人工魚礁は本種にとって良好な生息環境
であると推定される。

　ミギガレイの漁獲個体数について、各年の調査結果を比較すると、早池根では1996年が12個体、1997

年が10個体、1998年が10個体と少ない。大根では1998年に32個体が漁獲されている。一方、三崎地区

人工礁では1996年の16個体に対して、1997年は50個体と大きく増加し、1998年も72個体が漁獲された

（表1～3）。御箱崎人工礁でもミギガレイは1997年には47個体、1998年には96個体と比較的多く漁獲

されている。大根では1998年の9月にはわずか2個体が漁獲されただけであるが、三崎人工礁、御箱
崎人工礁では、本種は9月に多く漁獲されている。仙台湾沖のミギガレイでは5月に生殖腺が発達し始

め、10月に最高になることから8）、岩手県沿岸における産卵期は秋季と推定される。本研究で採集さ

れたミギガレイも7月と9月のものは生殖腺が発達しており7）、多くは産卵に加わる成魚と考えられ
る7）。しかし、9月に漁獲が少ない早池根や大根はミギガレイの産卵場にはならないと考えられる。

1987年～1989年に調査された岩手県の大釜崎人工礁周辺では、秋季に砂泥域においてもミギガレイの

漁獲が増加していることから4）、本種の産卵場は人工魚礁域に限られてはいないが、人工魚礁域も産

卵場としての機能を有していると推測される。

　早池根においてウスメバルの高齢魚が採集された。年齢から考えてこれらは成魚である可能性が高

い。これに対し、早池根よりも水深が浅い三崎人工礁や、逆に水深がやや深い大根と御箱崎人工礁で

は高齢魚は採集されなかった。このことは、ウスメバルの成魚の生息環境が単に水深だけでなく、海

底の形状あるいはそれに起因する他の環境要因の影響を受けることを示唆している。

　マダラは御箱崎人工礁において極めて多く漁獲された（表2、3）。東北海域ではマダラは主に水深

200～500mに生息しているが1）、冬春季には浅海域にも分布する。年6回の調査を行った岩手県大釜
崎人工礁周辺においても春季にマダラが漁獲されており4）、沿岸域に設置された人工魚礁には少なく

とも春季にマダラが蝟集すると考えられる。さらに、最も水深が深い御箱崎人工礁において漁獲が最

も多かったことから、水深が深いほど蝟集効果が高くなる可能性がある。

各調査点におけるこれら4種の漁獲量、体長、成長および産卵場としての機能の特徴を整理すると表4の

とおりとなる。特に、ウスメバルの産卵場となっていると推測される早池根では、同じメバル属のアコウダイも

ここでのみ採集されている（表1、3）。ウスメバルの成魚とアコウダイがなぜ早池根にのみ出現するのかに

っいて、その具体的要因を明らかにすることは、魚礁性魚類の生息環境要因の解明につながるだろう。
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　　表4　各調査点における主要4種の漁獲量。体長、成長および産卵場としての特徴

調査点　　水深　場所　項　目エゾイソアイナメミギガレイウスメバルマダラ

並型魚礁　　　　65m　岩手県北部　漁獲量　　　　△　　　　　　　　○　　　　　×　　　　×

　　　　　　　　　　　　体　長　　×　　　　　×　　　？　　　一
　　　　　　　　　　　　成　長　　△　　　　　？　　　？　　一
　　　　　　　　　　　　産卵場　　×　　　　　○　　　×　　　？
三崎人工礁　　　83m　　北部　　　漁獲量　　　　○　　　　　　　　○　　　　　×　　　　×

　　　　　　　　　　　　体　長　　△　　　　　△　　　×　　 一

　　　　　　　　　　　　成　長　　△　　　　　△　　　△　　 一

　　　　　　　　　　　　産卵場　　×　　　　　○　　　×　　　？
天然礁早池根　125m　　北部　　　漁獲量　　　○　　　　　　　　×　　　　　○　　　　×

　　　　　　　　　　　　体　長　　△　　　　 △　　　○　　△
　　　　　　　　　　　　成　長　　×　　　　　△　　　△　　　？
　　　　　　　　　　　　産卵場　　×　　　　　×　　　○　　 ？

天然礁大根　　130m　　南部　　　漁獲量　　　　○　　　　　　　　×　　　　　×　　　　△

　　　　　　　　　　　　体　長　　△　　　　 ○　　　×　　△
　　　　　　　　　　　　成　長　　△　　　　　△　　　？　　　？
　　　　　　　　　　　　産卵場　　×　　　　　×　　　×　　　？
御箱崎人工礁　140m　　南部　　　漁獲量　　　　×　　　　　　　○　　　　　×　　　　○

　　　　　　　　　　　　体　長　　△　　　　　△　　　？　　△
　　　　　　　　　　　　成　長　　△　　　　　△　　　？　　　？
　　　　　　　　　　　　産卵場　　×　　　　　○　　　×　　　？
○:漁獲量多、体長大、成長良　　△：漁獲量普通、体長普通、成長普通　　×：漁獲量少、体長小、成長不良
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